
考課者研修会

松崎社会保険労務士事務所

プレゼンター
プレゼンテーションのノート







 

社会と社員の価値観や雇用形態が多様化しています。



 

男性、女性、若手社員、中堅、ベテラン、高齢者など働き方も様々です



 

評価者の評価能力を高めるためにも、考課者訓練の重要度は増しています。



 

何を評価するかは組織の価値観を表します。



 

社長の方針、会社の経営方針にそって、大切にすべき価値観、評価されるべき事項があります



 

それらを評価項目とした評価基準を社員に理解・浸透させ効果的に運用させることが必要です



 

経営者も考課者も思い込みによる評価を行い、部下のモチベーション低下を起こすことはあってはなりません。

その人事評価には、社長と会社の思い、
 正しく伝わっていますか？

人事評価の役割は・・・
◇社員の行動を変え、成長させるという役割

 ◇人事制度に込めた会社の理念を伝える役割

 ◇自社内部の人財を埋もれさせず伸ばす役割

わかりやすく明示し、社員に正確に伝えること



評価の判断の基準は、「こうなって欲しい」という
 社員に対する期待から作られるものです

評価は経営成績を上げるための
一つのツールである

長期目標に基づく「期待する社員像」



★人事評価制度の社会的傾向
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